
ロクハの自然をどうぞ11月号

晩秋、季秋、深秋、暮秋、夜寒、向寒、菊花、落ち葉、初霜、初冬、立冬など、秋の深まり..
ロクハI

公園利用の呼びかけ看板のヒストグラム。公園利用の人だけでなく、すべての動植物を守るための大切なことです。

2024年10月31日作成

もみじ狩り当然今の時期はモミジの名勝地は人が集まります。奇麗なモミジをめでたいなと多くの人が思います。

春のサクラに匹敵するもの、公園に入るとカメラをもって紅葉狩りの人。
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きれいな木の実も多くなります色づく実は鳥に対する主張が多いようです。食べてもらって種を運びたいのです

紅葉狩り
当然今色と形を楽しみましょう。

ウルシの仲間は気を付けて！か

ぶれてしまします。
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野鳥観察 夢中になって、他の利用者の迷惑にならないよう注意しましょう。エサをまいたり、録音などで鳥を寄せること

や林の中に分け入ることはやめましょう。
野鳥の観察はいつでもできますが、やはりこの時期がいい季節です。この時期にやってくる鳥がいて種類がにぎやかになります。木々の葉っぱが

少なくなり、確認しやすくなっています。ロクハ公園の２回の野鳥観察会も冬時期にしています。ロクハ公園は種類や数が多いとかいうものでは

ありませんが、歩きやすい場所、駐車場やトイレなどの存在などを考えると言い観察場所になっています。見てみたいけど、動く生き物はハード

ルが高いですが、観察会は絶好の機会です。見つけるポイントや場所などを知ることでぐっと出会える機会が増えます。双眼鏡やスコープは観察するのに効果的ですが、ポイントをすぐに見つけられるように慣れておくことが大切です。写真は記

録で何度も見られ、細部を確認できるので深められます。写真記録は後で確認するのに便利です

出会いやすい場所があります。食事場所だったり、縄張りだったり、休息地だったりします。その場所がわかると毎シーズン

の観察に活かせます。ロクハ池の水鳥は、スポーツ広場からの観察が楽です。他の観察者から情報交流も有効です。

⓶公園に秋から冬にかけてわたってきて春先までいる鳥たち
⓷ロクハ池にやってくる水鳥たち
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ロクハ公園HP

http://www.park-698.net//

facebook「ロクハ見守り」

www.facebook.com/rokuhafamily 編集後記 真夏日から解放され一挙に冬への直行か。

錦秋の秋を楽しみたいのですが。どうなることか予想できません

メス
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冬が来る前に虫たちは、花は野鳥観察資料「ロクハの野鳥観察をどうぞ」あります」

④ロクハ公園ではかなり稀になる鳥たちに出会う生息環境のちがいでロクハ公園には来る可能性が少ない鳥生息個体が少なく希少な鳥

いても確認がしにくい鳥など色々です。そんな中でここ数年で出合えた鳥たちキクイタダキミヤマホウジロ ヒレンジャクソウシチョウハチジョウツグミ

鳥たちの行動などを観察する鳥たちは公園でどんな生活をしているのか、じっくり観察してみよう。

いろいろな鳴き声・季節による換羽・羽繕いや行水・食事や排せつなど・求愛や巣

作りなど注目することはいっぱいです。

スズメの行水

オシドリの換羽カワセミのハンティング

エナガの子育て

林で冬を過ごすホソミオツネントンボどんどん赤くなるアキアカネ

ツチバッタは動かなくなる

落ち葉が隠れ蓑クロコノマチョウ目立つカマキリの卵

霜が降りるまで咲く皇帝ダリア

満開をむかえるハマヒサカキ

ヤツデの花はこれから童謡に出て来るサザンカ


